
平成 17 年度 第２回ＴＵＴ同窓会臨時役員会 議事録（案） 
 
日時：平成 17 年 9 月 26 日（月）17：00～18：30 
場所：Ｆ棟２０１会議室 
出席者：後藤会長（INAX），佐藤副会長（5 系），感本（1 系），桶，内海（3 系），福田（4
系），谷，中澤（6 系），加藤（7 系），小口（8 系） 
 
 
議題１）開学３０周年記念事業について 
・ 同窓会として、グランド照明設備のための寄付を計画していることが報告された。 
・ 学長名での記念事業案が、学内再編の説明資料とともに各系に配布されていることが報

告された。募金目標規模、同窓会奨学金（一般奨学金、冠奨学金）など、春先の状況と

は大きく異なっていることが確認された。 
・ 参考として、長岡技科大での募金計画（全体規模と同窓会の動き）が報告された。 
・ 同窓会としての活動と大学の活動を完全に独立のものとするかどうか議論され、大学と

の共同歩調を重視し、以下のことが決定された。 
 
・ 大学側の記念事業の状況が不明なため、同窓会としての活動計画は一時保留することと

した。 
・ 学長案のうち、「奨学金」は維持するのは難しい（４月の学長懇談会ではお断りした）、

記念に残るモノの方が良いとの意見が出された。 
・ 同窓会側の担当（4 系役員）から、大学の３０周年記念事業部会（主査：１系蒔田先生）

へオブザーバー参加を改めて依頼し、状況を確認することとした。 
・ 同時に、後藤会長から西永学長へメールで状況を報告し、オブザーバー参加を重ねて依

頼することとした。 
・ ９月末の会報原稿〆切には間に合わないため、会報本体への掲載は中止し、会報発送時

（１２月予定）に別紙を差し込む形でアナウンスすることとなった。 
・ 会報での掲載中止に伴うページ割の変更などは会報担当で行なう。また、独自に寄付を

募る場合は振込用紙（郵便局に依頼すれば１枚１円で印刷）を添付することとした。 
 
 
議題２）大学企画広報室からの依頼について 
・ 広報誌「天伯」の電子化に伴うＰＲ記事（同窓会報に掲載予定）について説明があった。 
・ 記事の文章に意味不明な部分があり、事務局担当が先方と調整して修正することとした。 
・ 「メールアドレスを含む同窓会名簿情報の整備」を大学名で行なうのはおかしいとの意

見が出され、この部分は削除し、代わりに同窓会から名簿整備に対する協力依頼の記事

を掲載することとした。 
・ 併せて、名簿管理ポリシーなどを明文化して掲載することとした。 
 
 
議題３）その他 
（１）学内再編に伴う同窓会の対応について 
・ 系の再編（案）に伴う、同窓会活動（名簿・会計等）の対応について議論がなされた。

また、系独自の活動を強化することとの矛盾も指摘された。現時点では見通しが不明確

なため、具体的な動きがあった段階で改めて議論することとした。 
 
（２）次期同窓会長の選出について 
・ 適任者を探して欲しいとの強い要望があった。副会長ポストが空いているため、１年間

はそこに就いて頂けると良いとの意見が出された。 
 

以上 


